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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 67,406 ― 59 ― 438 ― 231 ―

20年3月期第2四半期 60,108 20.0 58 △49.9 260 △6.6 107 △68.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 19.11 ―

20年3月期第2四半期 8.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 42,044 12,916 30.7 1,122.05
20年3月期 49,597 13,943 28.1 1,137.08

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  12,916百万円 20年3月期  13,943百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 88.00 88.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 8.00 8.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130,000 6.1 150 217.2 700 95.3 350 △94.7 28.54

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(１)本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情
報をご参照ください。 
(２)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14
号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 1 社 （社名 株式会社五色屋 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  12,309,244株 20年3月期  12,309,244株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  797,893株 20年3月期  46,721株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  12,111,200株 20年3月期第2四半期  12,267,894株
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【定性的情報・財務諸表等】 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、米国の信用力の低い個人向け住宅投資（サブ

プライムローン）問題が尾を引き、依然として金融不安や株価低迷に影響を与えるなど、先行き不透

明感を増大させております。 
また、当社グループの基幹事業である日用品・化粧品業界は、原料高騰による製品価格上昇で一段

と強まる消費の節約志向と、小売店頭で激化する価格競争とによって、依然として厳しい経営環境が

続いております。 
このような状況のもと、当社グループは、お取引先様に対して「需要の創造」と「供給の最適化」

を具現化させる“カテゴリーコントラクター”として、サプライチェーンの全体最適化を通じて収益拡大

を図ってまいりました。そして、本年より３ヵ年の経営方針として、「キャッシュフロー経営の確

立」「生産性の向上やコスト削減による収益構造の改革」「M&A を柱とした成長戦略」「物流事業の

ローコスト化と収益源化」「人材育成の強化」の５つを新たに掲げ、企業基盤の強化や企業価値の最

大化に努めてまいりました。 
当第２連結累計期間中には、平成 20 年４月１日より家庭紙卸事業を展開する株式会社五色屋を

M&A によって完全子会社化、家庭紙カテゴリーにおけるさらなる機能強化を果たすと同時に、当社グ

ループの収益増加に大きく寄与しております。また、大手小売業の関東圏における物流受託を本格的

に稼動させ、「供給の最適化」をもって収益の増加を図ってまいりました。人材育成については、

『CBC アカデミー』が開講２期目となり、中堅幹部の育成を目下推進しているところであります。 
以上の結果、当社グループにおける第２四半期連結累計期間の業績は、予定通り順調に推移し、売

上高は 674 億６百万円、営業利益は５千９百万円、経常利益は４億３千８百万円、四半期純利益は２

億３千１百万円となりました。 
 
２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比 75 億５千３百万円減の 420 億４

千４百万円となりました。これは主として、平成 19 年 12 月に売却した青山の固定資産売却益に伴う

未払法人税等の支払と、東大阪ロジスティクスセンターの土地、建物を購入したことによって、現金

及び預金が 82 億４千８百万円減少、有形固定資産が 14 億６千３百万円増加したことによるものであ

ります。 
負債合計は、前連結会計年度末比 65 億２千５百万円減の 291 億２千８百万円となりました。これは

主として、未払法人税等が 53 億３千７百万円減少、支払手形及び買掛金が７億３千４百万円減少、短

期借入金が４億５千万円減少したことによるものであります。 
純資産合計は、前連結会計年度末比 10 億２千７百万円減の 129 億１千６百万円となりました。これ

は主として、特別配当を実施したことにより、利益剰余金が８億４千７百万円減少したことによるも

のであります。 
 

（キャッシュ・フローの状況） 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ 82

億４千８百万円減少し、21 億２千９百万円となりました。 
当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 
 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動の結果使用した資金は、51 億３千２百万円となりました。主なフロー・インは税金等調整

前四半期純利益４億１千３百万円等であります。また、主なフロー・アウトは法人税等の支払額 55 億

３千万円等であります。 
 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
投資活動の結果使用した資金は、12 億４千５百万円となりました。これは主に、東大阪ロジスティ

クスセンター等の有形固定資産の取得により 15 億７千５百万円支出したこと、および、有価証券の償

還５億円等によるものであります。 
 

中央物産㈱（9852）平成21年３月期　第２四半期決算短信

― 2 ―



 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動の結果返済した資金は、18 億７千万円となりました。これは主に、特別配当 80 円を含む

１株当たり 88 円の配当金の支払いが 10 億７千４百万円と、短期借入金を５億３千万円返済、自己株

式の取得１億８千９百万円を支出したことによるものであります。 
 
３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間の業績が順調に推移していることから、平成 20 年８月８日に発表した通

期の連結業績予想に変更はありません。 
 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
平成 20 年４月１日に株式の取得により子会社となりました株式会社五色屋を、第１四半期連結会計

期間より連結の範囲に含めております。 
これにより、連結対象子会社は７社となりました。 

 
(2) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
②棚卸資産の評価方法 
当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
繰延税金資産の回収の可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に著しい経営環境の変化が

生じていない事、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化が無いと認められるので、前連結会計年度

末の検討において使用した将来の業績予想を利用する方法によっております。 
④税金費用の計算 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額

は法人税等に含めて表示しております。 
 

(3) 四半期財務諸表諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 
第１四半期連結会計期間より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号)及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 
「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 18 年７月５日 企業会計基準第

９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、主として総平均法による原価法か

ら主として総平均法による原価法(収益の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。これによ

る損益の影響はありません。 
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 2,129 10,378 

受取手形及び売掛金 15,575 15,455 

商品 4,929 5,582 

製品 1,305 771 

半製品 44 55 

原材料 1 1 

仕掛品 52 69 

その他 3,709 4,177 

貸倒引当金 △72 △68 

流動資産合計 27,675 36,422 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 4,323 3,958 

土地 5,519 4,447 

その他 136 110 

有形固定資産合計 9,979 8,516 

無形固定資産 

のれん 160 182 

その他 295 267 

無形固定資産合計 455 450 

投資その他の資産 

投資有価証券 1,779 1,753 

その他 2,394 2,693 

貸倒引当金 △246 △246 

投資その他の資産合計 3,927 4,200 

固定資産合計 14,363 13,167 

繰延資産 5 6 

資産合計 42,044 49,597 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 11,407 12,142 

短期借入金 12,450 12,900 

1年内返済予定の長期借入金 90 110 

未払法人税等 268 5,605 

賞与引当金 362 371 

返品調整引当金 91 31 

その他 1,894 1,928 

流動負債合計 26,564 33,089 

固定負債 

社債 500 500 

長期借入金 21 38 

退職給付引当金 180 179 

役員退職慰労引当金 363 378 

負ののれん 390 287 

その他 1,107 1,180 

固定負債合計 2,563 2,564 

負債合計 29,128 35,653 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,608 1,608 

資本剰余金 1,321 1,321 

利益剰余金 9,915 10,762 

自己株式 △205 △16 

株主資本合計 12,638 13,675 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 277 266 

繰延ヘッジ損益 － 0 

評価・換算差額等合計 277 267 

純資産合計 12,916 13,943 

負債純資産合計 42,044 49,597 
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 67,406 

売上原価 58,424 

売上総利益 8,982 

販売費及び一般管理費 8,922 

営業利益 59 

営業外収益 

受取利息 43 

受取配当金 16 

仕入割引 285 

負ののれん償却額 50 

その他 223 

営業外収益合計 619 

営業外費用 

支払利息 106 

売上割引 64 

その他 70 

営業外費用合計 241 

経常利益 438 

特別利益 

固定資産売却益 0 

投資有価証券売却益 0 

貸倒引当金戻入額 5 

特別利益合計 5 

特別損失 

固定資産売却損 4 

固定資産除却損 5 

投資有価証券売却損 2 

固定資産廃棄損 4 

ゴルフ会員権評価損 10 

その他 4 

特別損失合計 31 

税金等調整前四半期純利益 413 

法人税等 181 

四半期純利益 231 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 33,256 

売上原価 28,828 

売上総利益 4,428 

販売費及び一般管理費 4,420 

営業利益 8 

営業外収益 

受取利息 17 

受取配当金 4 

仕入割引 133 

負ののれん償却額 25 

その他 91 

営業外収益合計 271 

営業外費用 

支払利息 60 

売上割引 31 

その他 39 

営業外費用合計 131 

経常利益 147 

特別利益 

投資有価証券売却益 0 

貸倒引当金戻入額 2 

特別利益合計 2 

特別損失 

固定資産除却損 5 

ゴルフ会員権評価損 4 

その他 0 

特別損失合計 10 

税金等調整前四半期純利益 140 

法人税等 57 

四半期純利益 82 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 413 

減価償却費 167 

のれん償却額 22 

負ののれん償却額 △50 

投資有価証券売却損益（△は益） 2 

有形固定資産売却損益（△は益） 4 

有形固定資産除却損 2 

無形固定資産除却損 0 

ゴルフ会員権評価損 10 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △14 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14 

返品調整引当金の増減額（△は減少） 60 

受取利息及び受取配当金 △60 

支払利息 106 

売上債権の増減額（△は増加） 229 

たな卸資産の増減額（△は増加） 225 

仕入債務の増減額（△は減少） △920 

その他 253 

小計 437 

利息及び配当金の受取額 64 

利息の支払額 △104 

法人税等の支払額 △5,530 

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,132 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有価証券の償還による収入 500 

有価証券の取得による支出 △300 

有形固定資産の取得による支出 △1,576 

有形固定資産の売却による収入 2 

無形固定資産の取得による支出 △67 

投資有価証券の取得による支出 △27 

投資有価証券の売却による収入 17 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出 

△0 

その他 207 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,245 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △530 

長期借入金の返済による支出 △76 

配当金の支払額 △1,074 

自己株式の取得による支出 △189 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,870 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,248 

現金及び現金同等物の期首残高 10,378 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,129 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

(4) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 

 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

該当事項はありません。 
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(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 

 

日用品 

雑貨事業 

(百万円) 

物流受託事業

(百万円) 

計 

(百万円)

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する売
上高 

32,990  266 33,256 － 33,256  

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－  － － － －  

計 32,990  266 33,256 － 33,256  

営業利益 42  0 42 （34） 8  

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 

 

日用品 

雑貨事業 

(百万円) 

物流受託事業

(百万円) 

計 

(百万円)

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

66,922  483 67,406 － 67,406  

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－  － － － －  

計 66,922  483 67,406 － 67,406  

営業利益又は営業損失
(△) 

142  △9 132 （72） 59  

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

  また、セグメントの表記において、従来「貨物運送事業」としておりましたが、より実態に合った「物

流受託事業」と名称を変更いたしました。 

２ 前連結会計年度末まで、運営しておりましたホテル事業につきましては、平成19年10月に廃止いたしま

したので、第１四半期連結会計期間より、記載しておりません。 

３ 各事業の主な内容 

(１)日用品雑貨事業・・・・・石鹸・洗剤、化粧品、医療衛生用品、介護用品・紙・生理用品、歯磨・歯

刷子、雑貨品の卸売等  

(２)物流受託事業・・・・・・倉庫内業務受託等  

 

【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当社は、平成20年６月30日付で第60期末の株主配当金10億７千９百万円を計上いたしました。この

結果、当第２四半期連結会計期間末における利益剰余金が８億４千７百万円減少し、当第２四半期連

結会計期間末において、利益剰余金が99億１千５百万円となっております。 

 なお、平成20年８月19日の取締役会決議に基づき、平成20年８月20日に自己株式を750,000株（発

行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合６%）取得しました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間において自己株式が１億８千９百万円増加し、当第２四半期

連結会計期間末において自己株式が２億５百万円となっております。 
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前中間連結損益計算書 

 
  

「参考」

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日

至 平成19年９月30日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 売上高 60,108

Ⅱ 売上原価 51,907

   売上総利益 8,201

   返品調整引当金戻入額 43

   返品調整引当金繰入額 37

   差引売上総利益 8,207

Ⅲ 販売費及び一般管理費 8,149

   営業利益 58

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 22

 ２ 受取配当金 16

 ３ 仕入割引 298

 ４ 賃貸収入 82

 ５ 負ののれん償却額 31

 ６ 為替差益 4

 ７ その他の営業外収益 22 478

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息及び社債利息 168

 ２ 売上割引 65

 ３ その他の営業外費用 42 276

   経常利益 260

Ⅵ 特別利益

 １ 固定資産売却益 0

 ２ 投資有価証券売却益 2

 ３ 貸倒引当金戻入益 9

 ４ 特別契約報奨金 150

 ５ その他の特別利益 ― 161

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 103

 ２ ゴルフ会員権評価損 6

 ３ 特別退職金 74

 ４ 事業再構築費用 ―

 ５ 投資有価証券評価損 5

 ６ 貸倒引当金繰入額 ―

 ７ 商品廃棄損 ―

 ８  その他の特別損失 13 202

税金等調整前中間(当期)純利益 220

法人税、住民税及び事業税 97

法人税等調整額 15 112

中間(当期)純利益 107
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前中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 
  

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日

至 平成19年９月30日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前中間(当期)純利益 220

 ２ 減価償却費 233

 ３ 負ののれん償却額 △9

 ４ ゴルフ会員権評価損 6

 ５ 投資有価証券評価損 5

 ６ 投資有価証券売却益 △2

 ７ 固定資産売却益 △0

 ８ 固定資産除却損 77

 ９ 貸倒引当金の増加額(△減少額) △12

 10 賞与引当金の増加額(△減少額) 25

 11 役員退職慰労引当金の増加額 (△減少額) △77

 12 返品調整引当金の増加額 (△減少額) △6

 13 受取利息及び受取配当金 △38

 14 支払利息及び社債利息 168

 15 売上債権の減少額 418

 16 たな卸資産の減少額（△増加額） △221

 17 仕入債務の増加額 (△減少額) 149

 18 役員賞与の支払額 ―

 19 その他 17

    小計 954

 20 利息及び配当金の受取額 36

 21 利息の支払額 △171

 22 法人税等の支払額 △70

   営業活動によるキャッシュ・フロー 748

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △717

 ２ 無形固定資産の取得による支出 △16

 ３ 投資有価証券の取得による支出 △26

 ４ 投資有価証券の売却による収入 65

 ５ 貸付金の回収による収入 2

 ６ 連結範囲の変更を伴う子会社 株式の取得 

      による収入
87

 ７ 事業譲受に伴う支出 △833

 ８ その他 △22

   投資活動によるキャッシュ・フロー △1,461

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 短期借入金純増加額（△減少額） 2,181

 ２ 長期借入金の返済による支出 △1,451

 ３ 社債の発行による収入 495

 ４ 社債の償還による支出 △30

 ５ 配当金の支払額 △98

 ６ その他 △1

   財務活動によるキャッシュ・フロー 1,095

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 0

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 382

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 834

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 1,216
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